
よしい恭子
春日市議会議員

ご回答いただき
ありがとう
ございました。

市政アンケート市政アンケート
回答者 688人

アンケート結果と皆さまの声をご紹介します！

良くなった
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悪くなった
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変わらない
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コロナ禍で生活は
どうなった？

●低所得者や高齢者、障がい者や子育て世帯に限らず、平等で継続的な支援をしてほしい。
●コロナがきっかけで不登校になった子どもも居る。型にはまった学校教育ではなくフリースクールなど広い視野で
　子どもたちのことを考えてほしい。
●国や自治体としては、スーパーで食品の値段を下げるのは無理でも、水道代等公共料金を下げる等の対策を行って
　ほしい。
●コロナにかかり食糧支援を申し込もうとしたが、「身近に頼れる人がいる場合はそちらを」との事で隣県の実家の母
　を頼った。不正があった場合は支援分を請求するという文言があったから。
●検査キットの無料配布をしてほしい。
●シングル家庭で、パート勤務でぎりぎりの生活なので、どんな支援でも助かります。

●年金は目減りしているのに、差し引かれる国保税や介護保険料が年々上がるので厳しい。
●どこで買い物をしても物価高。賞味期限切れや見切り品に目が止まる。
●電気代や灯油代の負担が大きい。
●所得税、健康保険料、住民税などが高すぎて、税金のために働いている気がする。
●今年10月から医療費が2人とも2割になったため、シルバー人材で体に鞭打って働いている。
●アルツハイマーの母の介護をしているが、介護利用料の負担は大きい。
●夫が脳腫瘍で先進医療を勧められたが、高額医療費は保険該当だけ。抗がん剤も高い。
●産前より忙しく働いているのに、保育料の支払いで収入の半分がなくなる。
●若者が離職した際の国保税が高いので生活に困る。

市民の声 コロナ支援

生活で負担に感じること

必要と思うコロナ支援

給付金

公共料金

給食費

奨学金

食糧支援

その他

0 100 200 300 400 500

春日民報 2023年 2月号外 発行 日本共産党春日市委員会　下白水北5-18 　  574-2076

子育て支援で望むことは？
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18歳までの医療費無料化と
小中学校給食費の無償化が上位
次に貧困対策や不登校対策など。

市民の声 子育て支援

●春日市の児童虐待は229件と聞き驚いた。学校の給食が命を繋いでいる子や学校が居場所になっている子もいると
　思う。授業の短縮で給食なしの4時間帰りが多いと感じる。栄養面を考えた学校給食は、とても大事で確実な子ども
　たちへの支援なので、できるだけ給食を提供してほしい。
●物価の上昇で、特に給食費の無償化、高校までの医療費無料化、給付型奨学金が必要。
●いじめられた子のケアも必要だが加害者のカウンセリングも必要。カウンセラーを養成して、いじめるくらい心が
　病んでいる子どもにカウンセリングする施設を。
●市民に寄り添った発達相談支援が欲しいです。保健師によって支援が遅れたり、相談に行ったのに嫌な気分になる
　ことが無いよう安定した支援が欲しい。
●18歳で成人でもまだ学生。高校・大学とお金がかかる年齢に支援がほしい。
●40代女性：保育園入園申し込みの規定を現状に合うよう改善してほしい。母子家庭でフルタイムの仕事が決まって
　いるのに、申込時(離婚する前)条件での決定のため待機になり、やむを得ず無認可保育園に預けた。
●中高生が土、日などに自習できる場所が欲しい。（まどかぴあ、筑紫野の生涯学習センターのように）
●40代女性：中学校で校則違反をした子を教室に入れてくれなかった。違反は悪いが、学校は勉強ができる子のため
　だけの場所ではない。学校に本当に子どものことを考えてくれる大人が多くいてほしい。
●学校に子どもが馴染めない場合、他の居場所や教育機関の選択肢が少なく、フリースクールに行くにも経済的に
　負担が重いので、教育の場の選択肢をもっと増やしてほしい。
●明石市の子育て支援は魅力的で素晴らしいと思う。春日市も子育て支援を真剣に考えてほしい。（他5人）
●妊産婦応援タクシー助成金すごく助かりました。
●子どもがいじめにあった時に、産んだ私も責任を感じて共に死にたいと思った。
●物価高に給料が追い付かない。教育費・養育費の不安が消えれば、あと1～2人欲しいが現状厳しい。
●子育て相談施設が分からずとても困った。結局未だに相談先はわからない。最近起こったママ友事件は容易に
　起こると感じる。行政に気軽に相談できるところがあったら防げたのではと思う。
●児童だけでも相談できる場所を設けてほしい。子どもはどこに相談してよいかわかっていない。
●虐待案件においては子どもの命を守ることが最優先だが、虐待者である親の回復もとても大切だと考える。
　子どもが一番求める相手は親だから。排除せず、サポートを経て健全な親子関係が築けるようになることが
　大切なゴールではないかと個人的には思う。

無料 法律・生活相談会

日時 受付毎月第４水曜日

場所 下白水北公民館（岩田屋サロンうら）

秘密厳守
法律関係は、弁護士　行政その他は、議員対応
お急ぎの方は 　090-8390-6222（吉居）まで

19時～20時半まで
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●海外では使用できない農薬が日本で使われているので心配。（ネオニコチノイド）
●食品を生産する大企業が使う素材や添加物の安全性基準が低くて不安だが、安全なものを求めると高価。
●もうすぐ30歳になろうとする息子の月収が少なく親の扶養である。夫の定年後、息子がどう生活設計を立てられる
　のかとても心配で不安。若者が生活できる賃金が必要と思う。
●65歳になったとたん騙されそうになる機会が増えた。警察の方等から被害の例を教えてほしい。
●40代女性：借家の老朽化で立ち退きを求められるが転居の際の保証人がいない。保証会社も保証人をと言う。
●40代女性：シングル家庭でパート勤務なので、奨学金を返済しながらギリギリの生活。子どもも進学すると奨学金で
　借金生活かと不安。
●40代女性：夫婦共働きで一生懸命働いて、税金、公共料金、教育費などで生活がギリギリです。老後や子どもたちの
　学費の貯金など無理です。
●60代男性：国民負担率が上昇するばかり。日本の劣化が止まらない。所得格差が人の心と社会を破壊している。
　格差の拡大は人々に倫理観の低下を招き、ＤＶやハラスメント事件を増やし、ストレスと心の病を持つ人を増やし、
　社会全体で他人を信用し(でき)なくなっている。
●50代女性：ひとり親世帯で子どもは大学に通っているが、卒業させられるか不安。
●一人暮らしです。孤独死というか、誰にも気づかれず発見が遅れてしまうのは嫌だなと思っています。
●50代女性：日本には食品添加物まみれの食品、農薬まみれの野菜であふれている。このままだと、不健康な人
　ばかりになり、健康で長生きできないと思う。
●社会が良くなっていくというビジョンがまったくみえず、こどもの将来を考えると、こんな世に産んでごめんねという
　思いです。

市民の声 不安

国
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市民の声 市への要望

●市民の手で作った学童保育の充実を願う。
●車中心でなく、歩行者ベビーカー車椅子シニアカー自転車等が通りやすい歩道の整備を。
　（初めて一人で外に出る小学校1年生、幼児、高齢者が安全で歩きやすいか考えてほしい。）
●市の講座やPR媒体など市民の業者を使ってほしい。市の仕事は市内企業を優先してほしい。
●コミュニティバスの路線が複雑で利用しにくく空で走っていることも多い。もっと単純に路線の組み換えを。
　通勤通学に使える様にしてほしい。大通り以外はハイエースみたいなのでもいいのではないか。
●在宅介護に対して、災害時の蓄電器方式の発電機が欲しい。
●市のゼロカーボンシティ宣言：宣言は誰でもできる。太陽光発電など取り組んでほしい。
●障害年金や生活保護等の申請はスムーズに、嫌な気持にならないような対応をしてほしい。
●学童保育など会社に放り投げられては困る。市がちゃんと運営(点検・確認)してほしい。
●ヤングケアラー支援を。（虐待やヤングケアラーについての研修会をしてほしい。）
●春日市は警固断層上にあるが、しっかりした対策を。
　（大規模災害が起きた時、公民館など公共施設に水・食料・毛布など最低限の備えは足りているのか）
●保育行政：自治体によって、入園の優先順位、金額設定、第三子以降の減免のカウント方法など違いがある。
　歳の離れた3人目に毎月8万程の保育料を満額払うのは大変。未満児も0円にして欲しいとまでは言わないが、
　減額もしくは全国一律の金額設定にしてほしい。
●若い世代や母子家庭への給付金や求職者への支援を大々的に教えてほしい。
　物資の配給があっていることも(ネットで)後で知った。コロナになってからでは調べる気力もなかったので。
●ジェンダー平等視点の相談員を常勤させてください。姪がジェンダーの問題を抱えているが、幼稚園はそれに関して
　全く理解を示さず市に相談に行ったが取り立てて支援策がなかった。姪が生きづらい世の中を改善してほしい。
●同性愛者は、家が借りにくく苦労していると聞いた。個性なので、同様に扱うように指導してほしい。
●市役所の明かりが夜遅くまでついているが全体的な人事などは問題ないのか。
　自衛隊のように、セクハラやパワハラがあるのか。
●議員さんたちは、一ぺん最低賃金で生活してみて下さい。

暮らしで負担に感じるのは？

半数が国保税と食費を選択
負担が重いと感じるのは「国保税」
と「食費」がそれぞれ半数に上ります。
コロナ禍に加え物価高での生活困窮
がうきぼりとなっています。
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市政に望むものは？

生活道路

防災防犯

やよい

中小企業

福祉

子育て

文化財

透明性

その他

0 50 100 150 200 250 300

市政に望むことの一番は
福祉政策を超え子育て支援が
トップです。
子育て中の人も高齢者の方も
独身の方も、それぞれの立場で
子どもが健やかに育つことを
望んでいます。
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医療・福祉支援等で望むこと ?

高すぎる国保税の減額、運転免許証返納に
伴う高齢者の交通対策、年金で入れる介護
施設の拡充、補聴器購入費補助、ジェンダー
平等対策、障がい児や医療ケア児が通園通学
できる仕組みつくりなど多岐にわたる要望が
ありました。


